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隅田川の延長上 

の東京湾には、 

澪筋である本澪 

(ほんみお)が流れ 

ています。 

東京湾干潟の 

川筋が大型船舶 

の交通を可能と 

し、現在は古東 

京川といわれ大 

都市の発展に見 

えない所で役立 

つています。 
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京
浜
急
行
電
鉄
の
誕
生 

明
治
32
年
１
月
、
多
摩
川
に
架
か
る
六
郷
橋(

現
六
郷
土

手
駅)
か
ら
川
崎
大
師
の
２km

間
に
、
営
業
用
電
車
が
走
る
。 

 

開
通
時
は
「
大
師
電
気
鉄
道
」
で
開
業
し
ま
し
た
が
、
直

後
に
「
京
浜
電
気
鉄
道
」
と
改
名
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

更
に
二
年
後
、
東
京
市
電
に
乗
り
入
れ
高
輪
か
ら
雑
色
迄 

と
六
郷
か
ら
神
奈
川
間
が
延
伸
し
た
が
、
国
鉄
と
の
連
絡
を 

憂
慮
し
て
品
川
駅
始
発
と
さ
れ
ま
し
た
。 

                     

                   

か
っ
ぱ
祭
り 

神
輿
を
お
台
場
ま
で
船
で
運
び
行
わ
れ
る
。 

 
 

８
頁
に
詳
細
説
明
が
あ
り
ま
す
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

文
久
２
年(1862)

12
月
12
日
深
夜
１
時
頃
、
伊
藤
博
文
は
持

っ
て
き
た
の
こ
ぎ
り
で
柵
を
切
り
侵
入
、
焼
き
玉
、
焼
夷
弾(

し

ょ
う
い
だ
ん)

を
使
っ
て
英
国
公
使
館
を
全
焼
さ
せ
た
。 

「
あ
の
頃
は
あ
あ
で
な
け
り
ゃ
な
ら
ん
か
っ
た
の
だ
！
」 

な
ぜ
若
い
頃
は
攘
夷
論
者(

じ
ょ
う
い
ろ
ん
し
ゃ)
だ
っ
た
の

か
、
と
尋
ね
た
相
手
を
明
治
政
府
の
実
力
者
井
上
馨(

か
お
る)

は
怒
鳴
り
つ
け
た
と
言
い
ま
す
。 

「
攘
夷
」
と
は
幕
末
の
日
本
に
広
ま
っ
た
考
え
方
で
、「
外
国

人
を
攻
撃
し
て
追
い
出
し
て
し
ま
え
」
と
い
う
激
し
い
も
の
、

日
本
を
威
圧
し
な
が
ら
強
引
に
開
国
さ
せ
た
諸
外
国
に
対
し 

日
本
初
の
英
国
公
使
館
に
な
っ
た
高
輪
の
東
禅
寺
は
二
度
も

襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。【
注
】
尊
王
攘
夷
＝
幕
府
寄
り
。 

イ
ギ
リ
ス
人
達
に
安
全
な
場
所
を
求
め
ら
れ
た
幕
府
は
、

北
品
川
の
御
殿
山
に
公
使
館
の
建
設
を
許
可
し
ま
す
。 

当
時
、
聞
多(

も
ん
た)

と
名
乗
っ
て
い
た
井
上
は
攘
夷
派
の
、

伊
藤
博
文
や
高
杉
晋
作
等
と
と
も
に
建
設
中
の
英
国
公
使
館

を
焼
き
討
ち
に
す
る
計
画
を
立
て
ま
す
。
事
前
の
打
ち
合
わ

せ
場
所
は
芝
浦
の
日
本
初
ビ
ー
ル
が
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
っ
た
と

い
う
妓
楼
「
海
月
楼
」
で
し
た
。 

公
使
館
を
全
焼
さ
せ
た
後
、
井
上
は
前
日
に
酒
宴
を
催
し

て
い
た
品
川
の
「
土
蔵
相
模
」
と
い
う
旅
籠
屋
に
戻
り
、
伊

藤
ら
は
「
海
月
楼
」
に
逃
げ
帰
っ
て
、
燃
え
さ
か
る
御
殿
山

を
見
な
が
ら
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

し
か
し
、
こ
の
様
な
大
事
件
ま
で
起
こ
し
た
の
で
す
が
、

井
上
と
伊
藤
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
て
西
洋
文
化
を
見
分

し
、
外
国
に
学
ば
ね
ば
日
本
の
未
来
は
西
洋
に
奪
わ
れ
、
中

国
の
様
に
占
領
さ
れ
る
、
と
一
転
し
て
開
国
を
推
進
し
ま
す
。 

若
い
頃
は
攘
夷
派
、
後
に
開
国
派
に
転
換
し
た
の
も
「
国

を
思
っ
て
の
こ
と
」
だ
と
い
う
思
い
が
井
上
馨
に
あ
っ
た
た

め
、
質
問
者
を
怒
鳴
り
つ
け
た
の
で
し
た
。 
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江
戸
新
撰
三
十
三
観
音
霊
場
巡
り
、
第
三
回
目 

旧
東
海
道
品
川
宿
の
霊
場
、
立
会
川
～
品
川
駅 

集
合
場
所
、JR
品
川
駅
京
急
連
絡
改
札
口
前
。 

京
浜
急
行
立
会
川
駅
へ
移
動
。
全
行
程
徒
歩
距
離5

.8
k

m
 

立
会
川 

目
黒
区
と
品
川
区
を
流
れ
、
勝
島
運
河
に
流
れ
出
る
総
延

長7.4
Km

の
二
級
河
川
で
す
。
名
前
の
由
来
に
定
説
は
な
く
、 

「
太
刀
会
川
」
説
、「
中
延
の
滝
間(
た
き
あ
い)

を
流
れ
て
い
た

の
で
滝
間
川
」
が
変
化
し
た
説
。 

更
に
、
鈴
ヶ
森
刑
場
へ
送
ら
れ
る
罪
人
を
、
そ
の
親
族
や

関
係
者
が
最
後
に
見
送
る
「
立
ち
会
う
」
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
立
会
川
」
と
言
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

品
川
区
立
北
浜
川
児
童
遊
園
に
、
坂
本
龍
馬
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
佇
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
像
は
２
代
目
に
な
り
ま
す
。 

坂
本
龍
馬
は
、
嘉
永
六
年(185

3)

に
臨
時
御
用
と
し
て
品

川
藩
邸
警
衛
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
書
簡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
の
土
佐
藩
下
屋
敷
か
ら
、
北
辰
一
刀
流
の
桶
町
道

場(

現
八
重
洲)

へ
通
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

土
佐
藩
下
屋
敷
、
藩
主
山
内
土
佐
守
豊
信
24
万
２
千
石
。 

 

京
浜
急
行
立
会
川
駅
の
周
り
は
、
江
戸
時
代
、
土
佐
藩
山

内
容
堂
邸
江
戸
下
屋
敷
が
第
一
京
浜
国
道
15
号
線
と
浜
川

中
学
校
全
域
に
在
し
て
い
て
、
そ
の
広
さ
は
幕
府
か
ら
公
給

さ
れ
た
屋
敷
の
他
に
、
自
費
で
調
達
し
た
分
も
含
め
る
と
一

万
六
八
九
一
坪
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

更
に
、
立
会
川
河
口
付
近
に
は
、
荷
揚
げ
場
と
し
て
別
途

屋
敷
を
構
え
て
い
た
と
云
い
、
鮫
洲
抱
屋
敷(

さ
め
ず
か
か
え
や

し
き)

と
言
っ
た
様
で
す
。 

時
期
が
、
ペ
リ
ー
来
航
時
で
あ
り
。
土
佐
藩
主
山
内
容
堂

は
屋
敷
内
に
砲
台
を
備
え
、
坂
本
龍
馬
も
砲
台
の
警
護
に
あ

た
り
ま
し
た
。
己
を
鯨
海
酔
侯(

げ
い
か
い
す
い
ご
う)

と
い
う
。 

立
会
川
駅
近
く
の
坂
本
龍
馬
の
銅
像
は
、
二
十
歳
頃
の
龍

馬
が
沿
岸
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
姿
を
写
し
た
そ
う
で
す
。 

 

立
会
川
泪
橋
と
鈴
ヶ
森
処
刑
場 

 
 

荒
川
区
南
千
住
の
小
塚
原
刑
場
跡
近
く
に
あ
り
ま
し
た
、

思
川(

お
も
い
が
わ)

と
同
じ
く
。
品
川
区
南
大
井
の
鈴
ヶ
森
刑
場

跡
近
く
の
立
会
川
に
も
泪
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

現
在
で
は
橋
名
称
が
「
浜
川
橋
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

旧
東
海
道
「
泪
橋
」
の
由
来
は
江
戸
時
代
、
小
塚
原
と
鈴

ヶ
森
は
処
刑
場
と
し
て
磔(

は
り
つ
け)

、
火
焙
り
等
の
処
刑
が

行
わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
小
伝
馬
牢
内
の
留
置
さ
れ
た
犯
罪

者
は
、
此
処
迄
運
ば
れ
て
か
ら
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。 

鈴
ヶ
森
刑
場
は
、
泪
橋
か
ら
東
海
道
を

7
00

ｍ
程
下
っ
た

海
岸
沿
い
の
さ
び
れ
た
森
で
し
た
が
、
処
刑
者
が
鈴
ヶ
森
刑

場
に
向
か
う
に
は
、
此
の
泪
橋
を
渡
り
ま
す
。 

泪
橋
は
、
罪
人
に
と
っ
て
は
こ
の
世
の
見
納
め
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
家
族
や
身
内
の
者
に
と
っ
て
は
処
刑
さ
れ
る

者
と
の
今
生
の
別
れ
の
場
所
で
あ
り
、
互
い
が
こ
の
橋
の
上

で
泪
を
流
し
た
こ
と
か
ら
泪
橋
と
云
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

鈴
ヶ
森
刑
場
跡 

(

参
拝
外) 

大
森
海
岸
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
処
、
こ
の
付
近
は
海
岸
線

の
近
く
に
あ
っ
た
１
本
の
老
松
に
ち
な
ん
で
「
一
本
松
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
近
く
に
あ
る
鈴
ヶ
森
八
幡
、

現
磐
井
神
社
の
社
に
、
振
っ
た
り
す
る
と
音
が
す
る
酸
化
鉄

の
一
種
で
あ
る
鈴
石
が
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
「
鈴

ヶ
森
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
他
説
に
、
刑
場
が
設
け
ら
れ
る
以
前
の
慶
長
５
年

(
1600

)

、
関
ヶ
原
に
向
か
う
徳
川
家
康
に
庄
司
甚
右
衛
門
が

目
通
り
し
た
際
に
、
鈴
ヶ
森
八
幡
近
辺
で
陰
間
茶
屋(

か
げ
ま

ち
ゃ
や
＝
江
戸
時
代
中
期
元
禄(

1688

～1704)

年
間
頃
に
成

立
し
て
い
た
陰
間(

か
げ
ま
＝
男)

が
売
春
を
す
る
居
酒
屋
や

料
理
屋
等
を
設
け
て
徳
川
軍
一
行
を
も
て
な
し
、
暖
簾(

の
れ

ん)

の
端
に
鈴
を
結
び
付
け
て
出
入
り
の
時
に
鳴
る
よ
う
に

し
た
。
と
い
う
事
で
、
森
に
響
く
鈴
の
音
か
ら
、
鈴
ヶ
森
と

呼
ば
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

慶
長
20
年(16

15)

に
、
高
輪
大
木
戸
近
く
に
開
設
さ
れ
、

「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
大
火
刑
で
知
ら
れ
る
芝
高
輪
刑
場
、

札
ノ
辻
の
芝
口
門
に
作
ら
れ
た
芝
口
札
ノ
辻
刑
場
が
、
手
狭

に
な
っ
た
た
め
、
慶
安
４
年(16

51)

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

元
禄
８
年(1

695
)

に
測
量
さ
れ
た
検
地
で
は
、
間
口
四
十

間(74

ｍ)

、
奥
行
九
間(16

.2

ｍ)

で
し
た
。 

明
治
４
年(

1871
)

に
閉
鎖
さ
れ
る
、220

年
間
に
十
万
人

か
ら
二
十
万
人
も
の
罪
人
が
処
刑
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
は
っ
き
り
し
た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

江
戸
湾
沿
い
の
浜
で
あ
っ
た
た
め
、
刑
場
近
く
の
海
で
水

磔
に
よ
る
処
刑
も
行
わ
れ
た
と
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

東
海
道
沿
い
の
、
江
戸
の
入
り
口
と
も
言
え
る
場
所
に
あ

る
刑
場
で
す
が
、
刑
場
設
置
当
時
は
浪
人
が
増
加
し
、
そ
れ

に
と
も
な
い
浪
人
に
よ
る
犯
罪
件
数
も
急
増
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
江
戸
に
入
る
人
達
、
特
に
浪
人
達
に
警
告
を
与
え
る

意
味
で
こ
の
場
所
に
設
置
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

最
初
の
処
刑
者
は
江
戸
時
代
の
反
乱
事
件
「
慶
安
の
変
」

の
首
謀
者
の
ひ
と
り
丸
橋
忠
弥
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

反
乱
は
密
告
に
よ
っ
て
未
然
に
防
が
れ
、
忠
弥
は
町
奉
行

に
よ
っ
て
寝
込
み
を
襲
わ
れ
た
際
に
死
ん
だ
が
、
改
め
て
磔
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刑
に
さ
れ
ま
し
た
。 

平
井
権
八
、
俗
名
白
井
権
八
、
新
吉
原
の
三
浦
屋
の
遊
女

小
紫
と
昵
懇(

じ
っ
こ
ん)

と
な
る
が
、
や
が
て
困
窮
、
辻
斬
り

を
犯
し13

0
人
も
の
人
を
殺
し
金
品
を
奪
っ
た
と
さ
れ
る
。 

自
首
す
る
が
処
刑
さ
れ
、
小
紫
も
後
追
い
自
殺
す
る
。 

天
一
坊
、
別
称
名
改
行
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
山
伏
。
源

氏
坊 

天
一
と
も
。
将
軍
徳
川
吉
宗
の
御
落
胤(

ら
く
い
ん
＝

私
生
児
、
落
と
し
子)

を
称
し
た
が
町
奉
行
に
よ
り
処
刑
。 

八
百
屋
於
七
、
恋
人
に
会
い
た
い
一
心
で
江
戸
大
火
に
す

る
放
火
事
件
を
起
こ
し
火
刑
に
処
さ
れ
た
少
女
お
七
。 

と
い
っ
た
人
物
が
こ
こ
で
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
処
刑
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

キ
リ
シ
タ
ン
は
火
刑
で
あ
っ
た
と
か…

。 

 

浜
川
砲
台
と
勝
島
運
河 

2
015

年
に
復
元
さ
れ
た
「
浜
川
砲
台
の
大
砲
」
は
、
嘉
永

六
年(185

3)

に
開
国
を
迫
っ
た
ペ
リ
ー
提
督
が
国
書
を
幕
府

に
渡
す
と
、
来
春
の
再
来
航
を
約
束
し
て
日
本
を
去
り
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
の
嘉
永
七
年
に
ペ
リ
ー
艦
隊
が
再
来
航
し
た

際
に
土
佐
藩
が
造
っ
た
の
が
「
浜
川
砲
台
」
で
す
。 

「
浜
川
砲
台
の
大
砲
」
は
、
こ
の
砲
台
に
据
え
ら
れ
た
８
門

の
大
砲
の
う
ち
の
１
つ
「
30
ポ
ン
ド
六
貫
目
ホ
ー
イ
ッ
ス
ル

砲
」
を
原
寸
大
の
全
長
３
ｍ
、
車
輪
直
径1.8

ｍ
で
再
現
し
た

も
の
で
す
。 

 

勝
島
は
人
工
の
島
で
勝
島
運
河
は
昭
和
18
年
に
出
来
た

運
河
で
、
昭
和
25
年
に
東
京
大
井
競
馬
場
が
出
来
ま
し
た
。 

 

大
井
公
園
脇
の
く
ら
や
み
坂
は
旧
仙
台
坂(

品
川)

と
い
う
。 

品
川
区
の
「
旧
仙
台
坂]

」
は
、
現
在
「
く
ら
や
み
坂
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
海
晏
寺
と
泊
船
寺
と
の
間
に
あ
る
坂
を
指

し
ま
す
。
そ
の
後
、
交
通
量
が
増
加
し
て
か
ら
は
、
池
上
通

り
を
仙
台
坂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

池
上
通
り
の
青
物
横
丁
交
差
点
か
ら
仙
台
坂
上
交
差
点
ま

で
の
間
を
「
仙
台
坂
」、
東
京
都
道420

号
鮫
洲
大
山
線
の
南

品
川
三
丁
目
交
差
点
か
ら
仙
台
坂
上
交
差
点
ま
で
の
間
を

「
旧
仙
台
坂
、
く
ら
や
み
坂
」
と
呼
ば
れ
て
。
同
じ
道
路
で

も
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。 

暗
闇
坂
は
国
道
15
号
第
一
京
浜
南
品
川
交
差
点
か
ら
大

井
町
方
面
へ
登
る
坂
で
、
坂
上
で
現
在
の
仙
台
坂
、
池
上
通

り
に
合
流
し
て
い
る
。
坂
の
左
右
中
程
か
ら
上
に
仙
台
藩
伊

達
陸
奥
守
の
下
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。 

仙
台
坂
上
に
は
屋
敷
の
味
噌
蔵
を
起
源
と
す
る
「
仙
台
味

噌
醸
造
所
が
昔
な
が
ら
に
残
っ
て
お
り
、
現
在
も
営
業
し
て

い
ま
す
。
坂
の
中
程
に
は
屋
敷
跡
の
記
し
と
し
て
「
た
ぶ
の

き
」
も
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
名
残
を
偲
ば
せ
る
。 

 

山
内
容
堂
の
墓
が
あ
る
大
井
公
園 

山
内
豊
信(
と
よ
し
げ)

は
容
堂
と
号
し
、18

48

年
第
15
代

の
土
佐
藩
主
と
な
り
人
材
を
登
用
し
藩
政
の
刷
新
に
努
め
た
、

国
策
に
つ
い
て
も
議
論
し
策
を
建
て
て
多
難
な
幕
末
期
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
が
進
歩
的
で
強
力
な
言
動
は
幕
閣
に
恐

れ
を
抱
か
れ
一
時
期
、
大
井
村
の
下
屋
敷
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ

た
。18

62

年
再
び
政
治
の
場
に
復
し
、
大
政
奉
還
を
は
じ
め

幕
府
と
朝
廷
の
間
の
斡
旋
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。 

明
治
５
年
に
45
歳
の
若
さ
で
亡
。
遺
言
に
よ
る
大
井
村
の

墓
は
「
土
ま
ん
じ
ゅ
う
型
」
の
墳
墓
と
さ
れ
た
。 

墓
碑
表
「
贈
従
一
位
山
内
豊
信
公
之
墓
」 

裏
「
明
治
五
年
六
月
二
十
一
日
薨
」 

補
陀
落
山
海
晏
寺

ふ
だ
ら
く
さ
ん
か
い
あ
ん
じ

、
曹
洞
宗 

建
長
３
年(

1251
)

北
条
時
頼
に
よ
る
開
基
、 

宋
渡
来
の
禅
僧
蘭
渓
道
隆(

ら
ん
け
い
ど
う
り
ゅ
う)

の
開
山
。 

御
本
尊
は
聖
観
音
菩
薩
、
本
尊
は
、
品
川
沖
で
網
に
か
か
っ

た
鮫
の
腹
か
ら
出
た
物
と
伝
え
ら
れ
「
鮫
洲
」
地
名
の
由
来

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
は
「
御
殿
山
の
桜
」
と
な
ら
び
紅
葉
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
岩
倉
具
視
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

開
基
は
鎌
倉
幕
府
五
代
執
権
北
条
時
頼
で
臨
済
宗
。 

 

家
康
に
よ
り
曹
洞
宗
に
改
宗
。 

海
晏
と
は
、
水
青
く
穏
や
か
な
海
、
天
下
泰
平
。 

 

番
外
、
龍
吟
山
千
躰

り
ゅ
う
ぎ
ん
さ
ん
せ
ん
た
い

荒
神

こ
う
じ
ん

殿 で
ん

海 か
い

雲
寺

う

ん

じ

、
曹
洞
宗
。 

御
本
尊
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言 

お
ん 

ま
か
き
ゃ
ろ
に
か 

そ
わ
か 

荒
神
堂
の
千
躰
荒
神
王
、 

ご
真
言 

お
ん 

け
ん
ば
や
け
ん
ば
や 

そ
わ
か 

 

お
ん 

あ
ら 

は
し
ゃ
の
う 

あ
き
に 

 

び
ぎ
ゃ
ら 

う
ん 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
龍
吟
じ 

品
川
の
海
に
お
こ
り 

 

み
仏
の
慈
悲 

あ
る
が
た
き
か
な 

建
長
三
年(

1251
)

、
僧
不
山(

そ
う
ふ
ざ
ん)

が
近
く
の
海
晏

寺(

か
い
あ
ん
じ)

内
に
建
て
た
塔
頭
庵
瑞
林(

あ
ん
ず
い
り
ん)

に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
、
臨
済
宗
に
属
し
て
い
た
が
、
慶
長
元
年(15

96)

五

世
分
外
祖
耕
に
よ
り
海
晏
寺
か
ら
独
立
し
て
曹
洞
宗
に
改
め

ら
れ
、
寛
文
元
年(16

61)

）
海
雲
寺
に
改
名
さ
れ
ま
し
た
。 
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創
立
当
時
か
ら
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
仏
師
春
日
の

作
と
伝
え
ら
れ
る
十
一
面
観
世
音
菩
薩
が
ご
本
尊
な
の
で
す

が
、
本
堂
隣
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、「
品
川
の
荒
神
さ
ん
」
と

し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
千
躰
三
宝
荒
神
像
が
有
る
。 

千
躰
三
宝
大
荒
神
王
と
は
、
古
来
よ
り
火
と
水
の
神
と
し

て
、
特
に
カ
マ
ド
の
神
、
台
所
の
神
と
し
て
も
知
ら
れ
る
日

本
独
自
に
発
展
し
た
仏
教
尊
像
の
一
つ
で
、
日
本
古
来
の
荒

魂
に
、
古
代
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
夜
叉
神
や
ア
シ
ュ
ラ

神
の
形
態
を
取
り
入
れ
て
、
様
々
な
宗
教
要
素
が
混
交
し
て

成
立
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
火
の
多
か
っ
た
江
戸
時
代
の
品
川
で
は
、
鎮
火
防
火
の

神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
た
そ
う
で
、
現
在
で
は
カ
マ
ド
神
と

し
て
、
３
月
と
11
月
の
27
日
28
日
の
荒
神
祭
で
は
千
躰
荒

神
王
が
御
開
帳
と
な
り
、
護
摩
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。 

地
蔵
に
な
っ
た
平
蔵
千
體
荒
神
堂(

東
京
民
話
一
声
社) 

万
延
元
年(1

860
)

、
水
戸
と
薩
摩
藩
士
に
よ
り
桜
田
門
外

で
井
伊
直
弼
が
襲
撃
さ
れ
た
頃
の
お
話
で
す
。 

 

平
蔵
と
い
う
正
直
者
の
乞
食
が
仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
凍
死

し
た
と
い
う
。 

い
ま
は
む
か
し
、
東
京
が
江
戸
と
い
わ
れ
て
い
た
頃
、
平
蔵

と
い
う
、
正
直
者
の
こ
じ
き
が
い
た
。 

こ
じ
き
と
い
っ
て
も
、
平
蔵
は
い
つ
も
、
人
さ
ま
の
お
な
さ

け
を
も
ら
っ
て
、
生
き
る
の
が
き
ら
い
だ
っ
た
。 

平
蔵
が
生
ま
れ
た
所
は
、
東
北
の
片
田
舎
、
貧
し
い
百
姓
の

家
だ
っ
た
。
お
っ
か
あ
と
二
人
で
、
小
作
を
し
て
暮
ら
し
て
お

っ
た
。
そ
の
お
っ
か
あ
も
死
に
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
の
で
、
江
戸

に
出
て
き
た
。
江
戸
に
来
て
も
、
ま
と
も
な
仕
事
は
な
か
っ
た
。 

い
つ
し
か
大
木
戸
の
近
く
車
町
の
こ
じ
き
宿
に
住
む
よ
う
に

な
る
。
歳
の
瀬
も
迫
っ
た
あ
る
年
の
こ
と
、
そ
の
日
は
久
し
ぶ

り
に
仕
事
が
あ
っ
た
。 

鈴
ヶ
森
の
刑
場
で
屍
を
土
に
う
め
る
仕
事
だ
。
一
日
中
、
泥

ま
み
れ
に
な
っ
て
、
働
い
て
六
文
も
ら
っ
た
。 

「
も
う
じ
き
、
ま
た
、
正
月
が
や
っ
て
く
る
け
ど
、
年
を
と
る
だ

け
人
並
み
だ
」
平
蔵
は
ひ
と
り
ご
と
を
い
い
な
が
ら
、
品
川
の

宿
を
越
え
、
芝
、
高
輪
あ
た
り
ま
で
き
て
、
一
休
み
し
よ
う
と
、

ふ
と
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
た
。
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
、
腰
か
け
る

の
に
手
ご
ろ
な
枯
れ
木
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
さ
て
、
し
ゃ
が

み
込
も
う
と
す
る
と
、
枯
れ
木
の
そ
ば
に
何
や
ら
包
み
が
落
ち

て
い
る
で
は
な
い
か
。 

「
一
体
、
何
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
手
に
と
っ
た
包
み
は

ず
っ
し
り
と
重
い
。
平
蔵
は
、
包
み
を
と
い
て
、
び
っ
く
り
ぎ
ょ

う
天
。
そ
の
は
ず
だ
、
包
み
の
中
に
は
何
と
、
大
判
、
小
判
が
び

っ
し
り
入
っ
て
い
る
。「
あ
あ
、
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
い
や
な
仕

事
も
し
な
い
で
暮
ら
せ
る
」
一
度
は
、
そ
う
思
っ
た
平
蔵
、
あ
の

忘
れ
も
し
な
い
雪
の
ふ
る
夜
、
死
ぬ
間
際
に
い
っ
た
、
お
っ
か

あ
の
声
が
う
か
ん
で
来
た
。 

「
平
蔵
、
こ
こ
さ
す
わ
れ
、
人
間
、
一
生
か
か
っ
て
も
、
銭
こ
い

く
ら
あ
っ
て
も
、
買
え
ん
物
が
あ
る
ど
。
そ
ら
な
、
正
直
と
い
う

心
だ
べ
な
」
平
蔵
は
、
一
夜
明
け
て
、
ま
だ
星
の
あ
る
う
ち
に
、

こ
じ
き
の
宿
を
出
る
と
、
包
み
の
落
ち
て
い
た
場
所
に
座
っ
た
。 

や
が
て
日
が
昇
っ
て
、
職
人
衆
や
旅
商
人
が
あ
わ
た
だ
し
く

通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
平
蔵
の
前
を
、
一
人
の
武
士
が

何
か
探
し
も
の
で
も
し
て
い
る
か
っ
こ
う
で
通
り
か
か
っ
た
。 

 

平
蔵
は
、
立
ち
あ
が
る
と
、
武
士
に
呼
び
か
け
た
。 

「
も
う
し
、
お
武
家
さ
ま
、
お
金
を
落
と
さ
れ
た
の
で
は
」
平
蔵

の
手
に
は
、
し
っ
か
り
と
大
判
、
小
判
の
入
っ
た
包
み
が
に
ぎ

ら
れ
て
い
た
。
武
士
は
と
び
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
驚
き
、
目
を

喜
び
い
っ
ぱ
い
に
し
て
輝
か
し
た
。 

「
お
ぬ
し
が
ひ
ろ
わ
れ
た
か
、
か
た
じ
け
な
い
」
武
士
は
、
包
み

の
中
か
ら
、
小
判
を
三
枚
つ
か
む
と
、 

「
こ
れ
を
礼
に
と
っ
て
欲
し
い
」
と
差
し
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

平
蔵
は
首
を
横
に
ふ
っ
て
、
な
か
な
か
受
け
と
ろ
う
と
し
な
い
。 

さ
ん
ざ
ん
問
答
の
す
え
、
よ
う
や
く
、
平
蔵
は
小
判
を
一
枚

だ
け
も
ら
っ
た
。 

平
蔵
は
そ
の
足
で
食
べ
物
と
酒
を
買
い
、
こ
じ
き
宿
に
も
ど

る
と
、
仲
間
達
に
ふ
る
ま
い
、
今
ま
で
の
出
来
事
を
話
し
た
。
酒

の
酔
い
が
ま
わ
る
に
し
た
が
い
、
仲
間
た
ち
は
平
蔵
を
の
の
し

り
は
じ
め
た
。 

「
一
生
の
う
ち
、
一
度
だ
っ
て
お
が
め
ね
え
大
金
を
、
お
め
お

め
と
、
落
と
し
主
に
渡
す
と
は
、
何
た
る
馬
鹿
も
ん
だ
」 

「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
放
り
出
し
ち
ま
え
」 

そ
の
夜
の
う
ち
に
、
宿
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
平
蔵
、
あ
わ
れ
、

翌
朝
に
は
、
品
川
の
海
岸
で
、
水
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。 

平
蔵
の
屍
は
品
川
の
海
雲
寺
に
、
ね
ん
ご
ろ
に
葬
ら
れ
た
。 

お
墓
と
並
ん
で
、
地
蔵
が
祀
ら
れ
、
今
で
も
香
華
が
絶
え
な

い
と
い
う
。 

と
あ
る
藩
士
が
平
蔵
を
悼
ん
で
建
て
た
地
蔵
尊
で
す
。 

明
治
33
年(

190
0)

10
月
京
急
本
線
建
設
に
伴
い
、
海
晏

寺
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

 

第
三
十
一
番
、
海
照
山
普
門
院

か
い
し
ょ
う
ざ
ん
ふ
も
ん
い
ん

品
川
寺

ほ
ん
せ
ん
じ 

旧
称
、
金
華
山
普
門
院
大
円
寺
。
真
言
宗
醐
醍
派
別
格
本
山 

現
在
、
し
な
が
わ
寺
と
訓
読
み
し
な
い
と
通
じ
な
い
様
で
す
。 

※ 

寺
院
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
音
読
み
、
神
社
は
訓
読
み
。 

開
山
、
開
基
、
弘
法
大
師
空
海
、
大
同
年
間(80

6

～810
)

に

創
建
、
後
に
開
創
、
太
田
道
灌
公
、
長
禄
元
年(

14
57)

建
立 
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中
興
開
山
、
弘
尊
上
人
、
寛
文
元
年(

1652
)

、 
ご
本
尊
、
水
月
観
世
音
菩
薩
、
旅
行
中
の
安
穏
祈
願
。 

形
像
は
一
定
し
な
い
が
、
水
辺
の
岩
上
に
座
し
、

手
に
楊
柳(

よ
う
り
ゅ
う)

と
瓶
を
持
つ
。 

弘
法
大
師
由
来
、
領
主
品
川
左
京
亮
伝
、 

ご
真
言 

お
ん 

は
ん
ど
ま
し
り
え
い 

そ
わ
か
。 

お
ん 

び
し
ゅ
だ 

は
だ
ま 
さ
た
ば 

け
い
た 

そ
わ
か
。 

聖
観
世
音
菩
薩(

太
田
道
灌
公
の
持
念
仏) 

ご
真
言 

お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 
そ
わ
か
、 

ご
詠
歌
、
夕
つ
ぐ
る 

鐘
の
響
き
に 
帰
り
ま
せ 

 

救
世
の
観
音 

こ
こ
に
ま
し
ま
す 

寺
伝
に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
空
海
を
開
山
と
し
、
大
同
年

間
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。
長
禄
元
年
に
江
戸
城
を
築
い
た

太
田
道
灌
に
よ
り
伽
藍
が
建
立
さ
れ
、
大
円
寺
と
称
し
た
。 

そ
の
後
、
戦
乱
に
よ
り
荒
廃
す
る
が
、
承
応
元
年(

1652
)

弘
尊
上
人
に
よ
り
再
興
、
現
在
の
寺
号
と
な
り
ま
し
た
。 

大
梵
鐘(

国
指
定
重
要
美
術
品)

、
明
暦
３
年(1

657
)

９
月

18
日
、
京
都
三
条
大
西
五
郎
左
衛
門
尉
藤
原
村
長
の
鋳
造
。 

こ
の
鐘
は
江
戸
時
代
末
期
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か

海
外
に
搬
出
さ
れ
た
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
慶
応
３
年(1

867)

パ
リ
の
万
国
博
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、

つ
い
で
明
治
４
年(

1871
)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
開

か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
も
、
多
く
の
日
本
美
術
品
と
と
も
に

展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

梵
鐘
は
、
そ
の
後
ス
イ
ス
国
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
の
名
士
ル
ビ

リ
オ
氏
の
手
元
に
保
管
さ
れ
、
同
氏
の
遺
言
に
よ
っ
て
邸
宅

と
共
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
に
寄
贈
さ
れ
「
ア
リ
ア
ナ
美
術
館
」

に
て
市
民
の
友
と
な
り
ま
し
た
。 

品
川
寺
先
代
順
海
和
上
は
、
梵
鐘
が
海
外
に
搬
出
さ
れ
た

こ
と
を
町
の
古
老
か
ら
聞
き
、
大
正
年
間
を
通
し
て
鐘
を
探

し
求
め
た
結
果
、
大
正
８
年(

1919
)

そ
の
所
在
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
名
誉
領
事
ケ
ル

ン
氏
に
書
簡
を
し
た
た
め
、
大
梵
鐘
の
返
還
の
願
い
を
伝
え

た
の
で
し
た
。 

「
日
本
の
梵
鐘
は
、
時
を
告
げ
る
と
共
に
、
人
々
が
こ
の
響

き
を
耳
に
す
る
時
、
信
仰
を
呼
び
起
こ
し
、
心
豊
か
な
生
活

を
営
む
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
寺
が
鐘
を
鋳
造
す
る
に
つ
い

て
は
、
願
い
を
こ
め
、
多
く
の
人
々
の
寄
進
に
よ
り
造
ら
れ
、

鋳
造
中
は
願
い
を
こ
め
祈
り
、
鋳
造
者
は
心
身
を
清
め
、
一

心
不
乱
に
名
鐘
を
作
り
出
そ
う
と
勤
め
ま
す
。
」
書
簡
は
ケ
ル

ン
氏
を
動
か
し
、
順
海
和
上
の
願
い
は
時
の
外
務
大
臣
幣
原

喜
重
郎(

し
で
は
ら
き
じ
ゅ
う
ろ
う)

氏
、
ス
イ
ス
特
別
全
権
公
使

の
吉
田
伊
三
郎
氏
を
通
じ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
理
解
を
得
、
昭

和
４
年(19

29)

10
月
15
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
議
会
は
満
場
一

致
の
議
決
を
も
っ
て
、
大
梵
鐘
を
品
川
寺
へ
贈
還
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
翌
年
お
お
よ
そ
70
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

境
内
に
は
、
徳
川
三
将
軍
の
号
、
東
照
宮
、
台
徳
院
殿
、

台
献
院
殿
と
六
観
音
、
聖
観
音
他
、
千
手
、
十
一
面
、
准
胝
、

如
意
輪
、
馬
頭
の
各
観
音
を
陽
刻
し
、
普
門
品
一
巻
を
陰
刻

す
る
。
他
に
、
江
戸
六
地
蔵
の
第
一
番
に
あ
た
る
地
蔵
菩
薩

像
や
東
海
七
福
神
の
毘
沙
門
天
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

旧
東
海
道
品
川
宿 

慶
長
６
年(1

601
)

に
、
中
世
以
来
の
港
町
と
し
て
栄
え
て

い
た
品
川
湊
の
近
く
に
設
置
さ
れ
、
北
宿
、
南
宿
、
新
宿
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

場
所
は
、
現
在
の
東
京
都
品
川
区
内
で
、
北
は
京
急
本
線

の
北
品
川
駅
か
ら
南
は
青
物
横
丁
駅
周
辺
ま
で
の
旧
東
海
道

沿
い
一
帯
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

目
黒
川
を
境
に
、
そ
れ
よ
り
北
が
北
品
川
宿
、
南
が
南
品

川
宿
、
北
品
川
の
北
に
あ
っ
た
宿
を
歩
行
新
宿(

か
ち
し
ん
し
ゅ

く)

と
い
い
ま
し
た
。 

歩
行
新
宿
は
、
品
川
宿
と
高
輪
の
間
に
存
在
し
て
い
た
茶

屋
町
が
享
保
７
年(

1722
)

に
宿
場
と
し
て
み
と
め
ら
れ
た
も

の
で
、
宿
場
が
本
来
負
担
す
る
伝
馬
と
歩
行
人
足
の
う
ち
、

歩
行
人
足
だ
け
を
負
担
し
た
た
め
に
「
歩
行
人
足
だ
け
を
負

担
す
る
新
し
い
宿
場
」
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。  

 

品
川
宿
は
五
街
道
の
中
で
も
重
要
視
さ
れ
た
東
海
道
の
初

宿
で
あ
り
、
西
国
へ
通
じ
る
陸
海
両
路
の
江
戸
の
玄
関
口
と

し
て
賑
わ
い
、
他
の
江
戸
四
宿
と
比
べ
て
旅
籠
屋
の
数
や
参

勤
交
代
の
大
名
通
過
の
数
が
多
か
っ
た
様
で
す
。 

 

鳳
凰
山
天
妙
国
寺
、
顕
本
法
華
宗(

日
蓮
系)

、
通 

ご
本
尊
、
三
宝
尊(

さ
ん
ぼ
う
そ
ん)

、 

法
華
宗
、
日
蓮
宗
の
本
尊
。
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
を
祀
る 

寺
伝
に
よ
る
と
、
弘
安
８
年(

1285
)

、
日
蓮
の
弟
子
天
目

が
創
建
。
妙
国
寺
二
世
日
叡(

に
ち
え
い)

の
代
に
、
顕
本
法
華

宗
の
祖
日
什(

に
ち
じ
ゅ
う)

上
人
の
門
流
に
帰
属
し
た
。 

15
世
紀
に
は
品
川
湊
の
豪
商
鈴
木
道
胤
の
寄
進
に
よ
り

五
重
塔
を
含
む
七
堂
伽
藍
が
建
立
さ
れ
た
。 

天
正
18
年(15

90)

８
月
、
徳
川
家
康
が
江
戸
入
府
の
前
日

に
天
妙
国
寺
を
宿
所
と
し
た
こ
と
か
ら
、
徳
川
将
軍
家
と
の

所
縁
が
生
ま
れ
、
寺
域
や
門
前
町
が
拝
領
地
と
な
っ
た
他
、

最
初
の
朱
印
状
が
交
付
さ
れ
た
翌
天
正
19
年
11
月
に
は
十

石
の
寺
領
を
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。 

恭
敬
山
長
徳
寺
、
時
宗
、
通 

ご
本
尊 

阿
弥
陀
如
来
、
創
建 

寛
正
４
年(14

63) 
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開
山 

三
寮
覺
阿
弥
陀
佛(

？) 
「
南
品
川
の
お
え
ん
ま
さ
ま
」
境
内
に
閻
魔
堂
が
あ
り
、
閻

魔
王
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
旧
暦
の
１
月
16

日
と
７
月
16
日
は
「
地
獄
の
釜
の
ふ
た
が
開
く
日
」
と
さ
れ
、

多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

熊
野
山
父
母
報
恩
院
常
行
三
昧
寺
、
天
台
宗
、
通 

ご
本
尊 

阿
弥
陀
如
来
、
創
建
嘉
祥
元
年(848

)

開
山
慈
覚
大

師
円
仁
、
中
興
大
永
７
年(

1527
)

実
海
僧
正
。 

 

目
黒
川
と
荏
原(

え
ば
ら)

神
社
、
勅
宮
社―
郷
社 

 

都
内
で
は
桜
で
有
名
な
目
黒
川
の
河
口
で
す
。 

 

南
品
川
の
鎮
守 

勇
壮
な
神
輿
の
海
中
渡
御
「
か
っ
ぱ
祭
」 

で
有
名
な
荏
原
神
社
の
創
立
は
和
銅
２
年(7

09)

９
月
９
日

で
重
陽
節
句
日
で
す
、
古
く
は
貴
船
社
、
天
王
社
、
貴
布
禰

大
明
神
、
品
川
大
明
神
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
社

殿
は
弘
化
元
年(

1844
)

に
完
成
し
た
も
の
。 

祈
雨
と
止
雨
の
守
護
神
と
さ
れ
る
高
龗
神(

た
か
お
か
み
の

か
み)

を
は
じ
め
、
天
照
大
御
神
や
須
佐
之
男
命
な
ど
を
祀
っ

て
お
り
、
品
川
の
龍
神
さ
ま
と
し
て
多
く
の
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
荏
原
は
旧
住
所
名
の
荏
原
郷
で
し
た
。 

神
殿
に
掲
げ
る
荏
原
神
社
の
扁
額
は
内
大
臣
三
条
実
美
公
、

貴
布
禰
大
明
神
の
扁
額
は
徳
川
譜
代
大
名
源
昌
高
の
お
染
筆

で
す
。
東
海
七
福
神
の
恵
比
寿
神
も
祀
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
上
旬
の
例
大
祭
で
は
、
海
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
素
戔
鳴
尊
の
神
面
を
神
輿
に
つ
け
て
海
上
を
渡

る
、
勇
壮
な
海
中
渡
御
が
行
わ
れ
ま
す
。 

「
天
王
祭
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は
品
川
宿
内
の
海
岸
か
ら

神
輿
を
海
に
担
ぎ
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
お
台
場
海

浜
公
園
周
辺
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

11
月
の
大
鳥
祭
酉
の
市
、
毎
年
１
月
後
半
～
２
月
上
旬
に

か
け
て
咲
く
寒
緋
桜
の
時
期
も
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。 

第
三
十
番
、
豊
盛
山
延
命
院 

一
心
寺

い
っ
し
ん
じ

、 

品
川
成
田
山
不
動
尊
、
真
言
宗
、 

開
基
は
、
井
伊
直
弼
公 

安
政
二
年(1

8
5
4
)

創
建 

御
本
尊
、
不
動
明
王
、 

ご
真
言 

な
う
ま 

さ
ん
ま
ん
だ 

ば
さ
ら
だ
ん
か
ん 

聖
観
世
音
菩
薩
、
ご
真
言 

お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

 

ご
詠
歌
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
れ
、
こ
こ
？ 

と
、
一
瞬
戸
惑
う
ほ
ど
小
さ
な
お
寺
で
す
。 

開
国
の
機
運
が
高
ま
る
幕
末
の
安
政
２
年
、
井
伊
直
弼
公
が

縁
起
と
な
り
、
鎮
護
日
本
、
開
国
条
約
、
宿
場
町
民
の
繁
栄
安

泰
を
祈
願
し
て
開
山
さ
れ
た
の
が
起
源
だ
そ
う
で
す
。 

碑
に
あ
る「
大
老
就
任
は
安
政
５
年
で
あ
る
た
め
」
と
あ
り
ま

す
が
之
は
誤
り
で
す
。 

昭
和
の
御
代
に
な
っ
て
、
成
田
山
分
身
の
不
動
明
王
を
本
尊

と
し
て
い
る
た
め
、
品
川
成
田
山
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
心
寺
の
ほ
う
ろ
く
灸
、
毎
月
28
日
は
一
心
寺
の
縁
日
で
朝

９
時
か
ら
夕
５
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

ほ
う
ろ
く
灸
は
お
盆
の
迎
え
火
や
お
供
え
に
使
用
す
る
素
焼

き
の
皿(

ほ
う
ろ
く)

を
裏
返
し
に
し
て
頭
に
載
せ,

そ
の
下
に
小
さ

な
赤
い
座
布
団
を
し
き
、
混
合
し
た
、
も
ぐ
さ
、
み
そ
、
に
ん
に

く
、
び
わ
、
か
き
、
ど
く
だ
み
等
の
灸
を
す
え
る
治
療
法
で
す
。 

一
心
寺
で
は
昭
和
６
年(1

9
3
1
)

よ
り
七
十
余
年
の
長
い
年
月
、

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

中
風
除(

脳
の
病
気
）
、
高
低
血
圧
症
、
頭
痛
症
、
か
た
こ
り
、

視
力
弱
、
め
く
ら
み
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
頭

頂
の
百
会(

ひ
ゃ
く
え)

に
灸
を
す
え
る
こ
と
は
理
に
適
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
本
堂
で
一
同
が
頭
か
ら
煙
を
出
し
て
い
る
姿
は
心
が

和
む
光
景
だ
そ
う
で
す
。 

 

万
松
山
東
海
寺
、
臨
済
宗
大
徳
寺
派 

(

立
寄
無) 

創
建
年 

寛
永
16
年(16

39)

、
開
基 

徳
川
家
光 

品
川
神
社
、(

旧
郷
社)

、 

御
祭
神
、
天
比
理
乃
咩
命 

素
盞
雄
命 

宇
賀
之
賣
命 

文
治
三
年(1

187
)

、
後
鳥
羽
天
皇
の
御
代
源
頼
朝
が
海
上

交
通
安
全
と
、
祈
願
成
就
の
守
護
神
と
し
て
、
安
房
国
の
洲

崎
明
神
を
勧
請
し
て
、
品
川
大
明
神
と
称
し
起
源
と
さ
れ
る
。 

元
応
元
年(1

319
)

後
醍
醐
天
皇
の
御
代
、
当
国
守
護
職
の

二
階
堂
出
羽
入
道
道
蘊
が
、
宇
賀
之
売
命
を
勧
請
し
社
殿
等

を
再
建
し
て
社
地
を
吉
端
岡(

よ
し
は
が
お
か)

と
名
付
け
た
。 

文
明
十
年(1

478
)

六
月
、
太
田
道
灌
が
素
盞
鳴
尊
を
勧
請

し
、
現
在
の
祭
神
と
な
っ
た
。 

慶
長
五
年(1

600
)

徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
出
陣
の

折
、
当
社
神
前
に
て
戦
勝
を
祈
願
し
太
々
神
楽
を
奏
し
、
後

に
神
輿
、
面
等
奉
納
。 

寛
永
十
四
年(16

37)

将
軍
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
東
海
寺

鎮
守
と
定
め
ら
れ
、
建
物
の
修
復
が
す
べ
て
幕
府
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
る
幕
府
の
御
修
復
所
と
な
る
。 

同
じ
く
、
北
品
川
鎮
座
の
荏
原
神
社
が
南
の
天
王
社
と
呼

ば
れ
品
川
神
社
の
通
称
は
北
の
天
王
社
。 

明
治
に
な
っ
て
、
天
皇
の
勅
使
に
よ
っ
て
祭
祀
奉
幣
が
行

わ
れ
る
准
勅
祭(

じ
ゅ
ん 

ち
ょ
く
さ
い)

社
に
定
め
ら
れ
た
。 

な
お
、
准
勅
祭
社
の
中
の
品
川
神
社
は
当
社
の
こ
と
で
は

な
く
、
荏
原
神
社
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
ら
し
い
。 

『
東
京
都
神
社
史
料
第
五
輯
』
に
は
、
明
治
期
の
「
御
新
政

後
記
録
」
や
「
神
祇
官
判
事
上
申
書
」
な
ど
が
登
載
さ
れ
て
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い
ま
す
。 

「
御
新
政
後
記
録
」
と
は
、
品
川
神
社
第
十
三
代
神
主
小
泉

勝
麿(
小
泉
帯
刀
明
治
三
年
没)

が
明
治
元
年
よ
り
三
年(

准

勅
祭
社
制
定
年)
ま
で
の
諸
通
達
、
取
調
書
意
見
具
申
書
を
記

録
し
た
も
の
で
す
。 

本
殿
の
裏
手
か
ら
南
側
に
、
板
垣
退
助
の
墓
所
が
あ
る
。 

「
吾
死
ス
ル
ト
モ
自
由
ハ
死
セ
ン
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な

明
治
の
政
治
家
。
板
垣
退
助
の
他
に
も
幾
つ
か
の
墓
が
並
ん

で
い
る
が
、
板
垣
家
縁
の
墓
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
墓
の
場
所
は
、
元
は
東
海
寺
塔
頭
高
源
院
の
敷
地
で

し
た
が
、
関
東
大
震
災
後
に
高
源
院
は
移
動
さ
れ
、
こ
の
墓

所
だ
け
が
残
さ
れ
た
ら
し
い
。 

 

品
川
御
殿
跡
の
御
殿
山
庭
園 

太
田
道
灌
の
屋
敷
跡
を
徳
川
家
光
公
他
、
歴
代
将
軍
の
鷹

狩
休
息
所
と
し
て
、
ま
た
幕
府
重
臣
を
招
い
て
の
茶
会
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
た
為
、
品
川
御
殿
と
呼
ば
れ
、
品
川
湊
の

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
元
禄
15
年(

1702
)

２
月
11
日
四
ッ
谷
太
宗
寺

付
近
の
出
火
、
御
殿
は
焼
失
し
８
月
14
日
廃
さ
れ
ま
し
た
。 

開
国
後
の
文
久
元
年(1

861
)

、
幕
府
は
英
国
を
は
じ
め
諸

外
国
の
公
使
館
を
御
殿
山
に
建
設
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、

翌
年
12
月
12
日
、
完
成
間
近
の
英
国
公
使
館
を
高
杉
晋
作
、

志
道
聞
多(

井
上
馨)

伊
藤
博
文
等
、
尊
皇
攘
夷
派
13
名
が
襲

撃
し
全
焼
し
た
為
に
計
画
は
頓
挫
し
ま
す
。 

昭
和
22
年
に
は
、
前
年
に
創
業
し
た
ソ
ニ
ー
が
本
社
を
御

殿
山
地
区
に
移
転
。
御
殿
山
は
ソ
ニ
ー
の
「
創
業
の
地
」
と

さ
れ
、
ソ
ニ
ー
本
社
一
帯
は
「
ソ
ニ
ー
村
」
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
ソ
ニ
ー
本
社
は
平
成
19
年
に
品
川
駅
港
南
に

移
転
し
、
ソ
ニ
ー
通
り
だ
け
が
面
影
と
な
り
ま
し
た
。 

 

鯨
塚
、
利
田(

か
が
た)

神
社 

寛
政
十
年(1

798
)

五
月
一
日
、
前
日
か
ら
の
暴
風
雨
で
品

川
沖
に
迷
い
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
品
川
浦
の
漁
師
達
に
よ
っ
て

捕
ら
え
ら
れ
た
鯨
の
供
養
碑
で
す
。 

鯨
の
体
長
は
九
間
一
尺(

約

16
.5

ｍ)

高
さ
六
尺
八
寸(

約

２
ｍ)

の
大
鯨
で
、
江
戸
中
の
評
判
と
な
り
、
つ
い
に
は
11
代

将
軍
家
斉
が
、
現
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
で
あ
る
浜
御
殿
で
上
覧

す
る
と
い
う
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。 

全
国
に
は
、
多
く
の
鯨
の
墓
、
塚
や
塔
、
碑
な
ど
が
散
在

し
ま
す
が
、
都
内
に
現
存
す
る
唯
一
の
鯨
碑
、
鯨
塚
で
す
。 

 

ま
た
、
本
碑
に
か
か
わ
る
調
査
か
ら
品
川
浦
の
よ
う
に
捕

鯨
を
行
っ
て
い
な
い
地
域
で
の
鯨
捕
獲
の
法
を
定
め
て
い
る

こ
と
や
、
鯨
見
物
に
対
す
る
江
戸
庶
民
の
喧
騒
ぶ
り
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。 

品
川
浦
船
溜
り 

北
品
川
の
旧
東
海
道
品
川
宿
の
東
側
に
北
品
川
橋
と
屋
形

船
や
釣
り
船
な
ど
が
係
留
さ
れ
て
い
る
舟
だ
ま
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
付
近
の
江
戸
時
代
は
完
全
に
海
で
、
漁
師
町
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
旧
東
海
道
品
川
宿
は
海
沿
い
を
通
る
街
道
で

し
た
。
親
柱
に
大
正
14
年
９
月
竣
工
と
あ
り
ま
す
。 

橋
か
ら
眺
め
る
と
、
手
前
に
屋
形
船
や
釣
り
船
、
奥
に
は

品
川
駅
前
の
高
層
ビ
ル
群
、
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
が
立
ち

並
び
ま
す
。
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
海
抜
１
ｍ
程
度
の
低
地
で

す
が
都
指
定
「
し
な
が
わ
百
景
」
景
勝
地
の
様
で
す
。 

 

八
ツ
山
橋(

跨
線
橋)

、 

東
海
道
線
発
祥
時
、
汐
留
を
出
発
し
た
機
関
車
は
海
上
を

走
り
八
ツ
橋
、
六
郷
、
川
崎
、
横
浜
を
九
時
間
程
で
走
り
ま

し
た
。
な
ぜ
、
汽
車
は
海
上
を
走
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

そ
の
裏
に
は
鉄
道
を
め
ぐ
る
明
治
新
政
府
内
の
対
立
と
、

火
の
粉
を
ま
き
散
ら
す
、
江
戸
っ
子
に
と
っ
て
は
最
も
厄
介

な
火
災
が
酷
く
懸
念
さ
れ
嫌
わ
れ
た
か
ら
で
し
た
。 

鉄
道
建
設
の
推
進
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
蒸
気
機
関

車
を
目
の
当
た
り
に
し
た
大
隈
重
信
ら｢

開
明
派｣

と
呼
ば
れ

た
人
々
で
、
大
隈
等
は
近
代
化
の
重
要
性
を
世
間
に
知
ら
せ

る
た
め
、
人
や
物
を
早
く
大
量
に
運
べ
る
鉄
道
は
日
本
の
発

展
に
不
可
欠
だ
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。 

一
方
、
旧
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
等
は
、
鉄
道
開
設
よ
り
も

軍
備
拡
張
が
大
事
と
い
う
立
場
で
し
た
。
両
者
は
対
立
し
、

西
郷
の
影
響
下
に
あ
っ
た
旧
薩
摩
藩
邸
や
兵
部
省
は
鉄
道
用

地
の
提
供
に
難
色
を
示
し
ま
し
た
。 

「
海
上
の
堤
防
上
を
通
す
」
城
壁
の
石
垣
や
神
田
川
な
ど
の

人
工
河
川
の
堤
防
作
成
等
、
石
積
技
術
は
高
度
な
堰
堤
工
作

に
生
か
さ
れ
、
浅
瀬
の
海
に
土
盛
り
、
木
杭
を
打
ち
地
盤
を

固
め
、
石
垣
で
堤
防
を
築
い
て
線
路
は
引
か
れ
ま
し
た
。 

築
堤
上
を
走
る
様
子
は
、
錦
絵
に
描
か
れ
東
京
の
名
所
に
。 

近
年
、
山
手
線
新
駅
「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と
そ
の
周

辺
再
開
発
工
事
で
石
垣
築
堤
遺
構
の
発
見
が
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
京
急
品
川
駅
は
２
面
４
線
路
拡
張
工
事
中
。 

鉄
道
東
海
道
線
は
第
一
京
浜
国
道
で
あ
る
東
海
道
と
交
差

し
て
い
る
日
本
初
で
明
治
５
年(1

872
)

に
架
け
ら
れ
た
跨
線

橋
で
す
が
、
現
在
は
新
八
ツ
山
橋
に
移
り
ま
し
た
。 

日
本
映
画
史
に
残
る
名
作
『
ゴ
ジ
ラ
』
で
、
ゴ
ジ
ラ
が
上

陸
の
第
一
歩
を
印
し
た
の
は
、
こ
の
八
ッ
山
陸
橋
で
し
た
。 

ご
宝
号 

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩 
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荏
原
神
社
の
天
王
祭
、
俗
称
「
か
っ
ぱ
祭
り
」 

荏
原
神
社
例
大
祭
、
六
月
上
旬
、
南
の
天
王
祭
。 

・
祭
礼
日
は
、
本
来
は
６
月
８
日
迄
で
し
た
が
、
現
在
は
５

月
の
最
終
の
週
末
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

・
こ
の
例
大
祭
は
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。 

御
神
面

ご
し
ん
め
ん

神
輿

み

こ

し

海
中

か
い
ち
ゅ
う

渡
御

と

ぎ

ょ

、 

・
荏
原
神
社
例
大
祭
最
終
三
日
目
の
御
神
事
で
す
。 

・
現
在
の
天
王
洲
の
海
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ 

る
素
戔
鳴
尊(

す
さ
の
う
の
み
こ
と)

の
神
面
を
、
神
輿
に
着 

け
て
海
上
を
渡
り
、
豊
漁
と
豊
作
を
祈
る
。 

・
か
つ
て
は
宿
内
の
海
岸
か
ら
神
輿
を
海
に
担
ぎ
入
れ
て
い 

た
の
で
す
が
、
現
在
は
埋
め
立
て
が
進
み
、
海
岸
が
遠
く 

な
っ
た
た
め
、
船
に
神
輿
を
乗
せ
て
、
港
区
の
お
台
場
海 

浜
公
園
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
頃
か
ら
、
若
衆
が
神
輿
を
荒
々
し
く
担
ぐ
際
、

元
結(

も
と
い
、
も
と
ゆ
い)

が
水
に
濡
れ
て
切
れ
、
さ
ん
ば
ら
髪

に
な
っ
た
様
子
を
観
て
、
誰
言
う
と
な
く
「
か
っ
ぱ
祭
り
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

・
神
輿
の
渡
御
に
と
も
な
っ
て
演
奏
さ
れ
る
品
川
拍
子
は
、 

大
拍
子
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
と
篠
笛
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
。 

・
祭
り
に
先
立
っ
て
品
川
宿
の
使
者
が
、
現
埼
玉
県
三
郷
市 

の
番
匠
面(

ば
ん
し
ょ
う
め
ん
＝
地
名)

に
行
き
、
田
植
え 

前
の
早
苗
を
頂
く
稲
穂
取
り
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
の 

稲
穂
は
祭
り
の
際
に
神
輿
の
鳳
凰
に
く
わ
え
さ
せ
る
。 

・
祭
礼
最
終
日
朝 

寄
木
神
社
神
輿
に
御
神
面
を
つ
け
荏
原 

神
社
下
流 

洲
崎
橋
際
よ
り
船
に
乗
せ
、
目
黒
川
河
口
か 

ら
お
台
場
海
浜
公
園
ま
で
運
び
ま
す
。 

担
ぎ
手
は
、
各
船
宿
で
釣
り
舟
に
乗
り
こ
み
、
目
黒
川
河 

口
で
神
社
神
輿
の
船
を
待
ち
受
け
、
こ
れ
に
続
き
海
浜
公 

園
に
着
く
や
我
先
に
海
に
飛
び
込
み
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
。 

 

し
な
が
わ
昔
話
、
か
っ
ぱ
祭
り 

 

昔
は
六
月
の
六
日
か
ら
八
日
の
三
日
間
で
荏
原
神
社
の
天

王
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
の
三
ヶ
日
は
お
神
輿
が
海
に
入
り
、
か
っ
ぱ
祭
り
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
荏
原
神
社
か
ら
海
晏
寺
前
迄
か
つ
い
で

い
っ
た
お
神
輿
は
、
海
に
入
り
猟
師
町
で
あ
っ
た
、
現
在
の

東
品
川
一
丁
目
の
洲
崎
の
海
岸
で
陸
に
あ
が
り
ま
し
た
。 

大
正
時
代
以
降
、
品
川
の
海
岸
線
は
埋
め
立
て
が
進
み
、

お
神
輿
が
海
に
入
る
と
こ
ろ
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
海
を
渡
る
お
神
輿
の
屋
根
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
御
神

面
に
は
、
こ
ん
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

  
江
戸
時
代
前
半
、
番
匠
面
の
村
人
が
舟
で
洲
崎
付
近
を
通

っ
て
い
る
と
、
波
の
上
に
ゆ
ら
ゆ
ら
漂
う
光
る
も
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
「
お
や
、
な
ん
だ
ろ
う
？
」。 

不
思
議
に
思
い
な
が
ら
、
急
い
で
舟
で
近
づ
き
、
海
の
中

か
ら
光
る
も
の
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
牛
頭
天

王(

素
戔
鳴
尊)

に
よ
く
似
た
金
色
の
お
面
で
し
た
。 

村
人
は
「
こ
れ
は
な
ん
と
も
き
れ
い
な
金
ぴ
か
な
お
面
だ
、

あ
り
が
た
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
て
、
猟
師
町
の

人
た
ち
と
相
談
し
て
、
現
在
の
荏
原
神
社
で
あ
る
貴
布
祢
社

に
納
め
ま
し
た
。 

貴
船(

貴
布
祢)

神
社
は
、
現
在
の
荏
原
神
社
で
す
。 

 

あ
る
夜
、
貴
布
祢
社
の
神
主
の
夢
に
神
様
が
あ
ら
わ
れ
て
、

「
あ
の
金
色
の
面
は
、
海
か
ら
拾
わ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
一

年
に
一
度
は
海
中
を
渡
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
告
げ
る
と
、
消

え
ま
し
た
。 

目
が
覚
め
た
神
主
は
、「
神
の
お
告
げ
に
ち
が
い
な
い
」
と

思
い
、
品
川
の
漁
師
た
ち
を
集
め
て
、
お
神
輿
の
屋
根
に
お

面
を
つ
け
て
、
威
勢
の
い
い
お
囃
子
に
あ
わ
せ
て 

「
天
王
様
だ
！
お
神
輿
だ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

も
ー
め
！
も
ー
め
！
」
と
海
の
中
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。 

す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
年
は
、
水
の
事
故
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
品
川
海
苔
を
は
じ
め
、
魚
や
貝
が
大
漁
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
毎
年
、
豊
漁
と
豊
作

を
祈
っ
て
、
お
神
輿
が
海
中
を
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

お
面
の
牛
頭
天
王(

ご
ず
て
ん
の
う)

は
水
の
神
様
※
で
、
カ

ッ
パ
が
牛
頭
天
王
の
お
使
い
だ
っ
た
こ
と
や
、
神
輿
の
か
つ

ぎ
手
が
カ
ッ
パ
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
か
っ
ぱ

祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
お
面
が
拾
わ
れ
た
所
は
「
天
王
洲
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

今
で
も
、
お
祭
り
の
始
ま
る
前
に
は
、
番
匠
面
に
行
き
稲

の
若
穂
を
い
た
だ
い
て
お
神
輿
の
鳳
凰
に
く
わ
え
さ
せ
る
と

い
う
「
稲
穂
取
り
」
の
行
事
は
、
続
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
青
物
横
丁
と
い
う
地
名
の
「
青
物
」
は
、
埼
玉
県

三
郷
市
番
匠
面
の
野
菜
を
中
川
を
船
で
下
り
荻
原
神
社
で
商

い
、
帰
り
は
、
肥
し
を
積
ん
で
帰
っ
た
と
言
う
、
話
が
残
っ

て
い
ま
す
。
番
匠
面
は
現
在
の
三
郷J

CT

、
中
川
沿
い
で
す 

 

※ 

牛
の
頭
の
姿
故
、
妃
が
現
れ
ず
。
山
鳩
の
お
告
げ
で
、

大
海
に
住
む
沙
掲
羅(

さ
が
ら)

龍
王
、
八
大
龍
王
の
娘
を
娶
り

に
出
か
け
、
三
女
の
頗
梨
采
女(

は
り
さ
い
じ
ょ)

を
娶
り
、
８

年
間
竜
宮
で
過
ご
す
間
に
七
男
一
女
の
八
王
子
を
も
う
け
て

い
た
。
よ
っ
て
牛
頭
天
王
＝
水
の
神
と
も
い
う
。 

 

完 


